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11
月
の
休
暇
、

私
用
で
長
町
駅
前

を
歩
い
た
。
向
こ

う
側
の
広
場
に
は

黄
色
い
旗
を
掲
げ

た
人
達
が
、
何
か
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
車
の
音
で

聞
こ
え
な
い
。
信
号
待
ち

す
る
背
後
か
ら
、
見
ず
知

ら
ず
の
女
性
が
「
女
川
原

発
の
…
」
と
署
名
用
紙
を

差
し
出
し
た
。「
自
分
は

○
○
病
院
の
職
員
な
ん
で

す
」
と
言
う
と
不
思
議
な

顔
を
す
る
女
性
。「
長
町

病
院
の
系
列
で
…
、
自
分

も
受
任
者
な
ん
で
す
」
と

言
う
と
に
こ
っ
と
笑
い
、

去
っ
て
い
っ
た
。
▼
地
元

紙
に
は
た
び
た
び
県
民
投

票
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
掲
示
板
に
は
推
進
ニ

ュ
ー
ス
が
ア
ッ
プ
さ
れ
、

事
業
所
別
に
集
計
数
が
更

新
さ
れ
た
。
職
員
数
に
た

い
し
、
10
割
超
え
た
事
業

所
も
あ
る
。職
責
者
会
議
、

全
体
朝
会
で
も
到
達
度
に

つ
い
て
何
度
か
取
り
上
げ

た
。「
今
時
期
に
こ
の
数

か
」
と
い
う
数
。
他
事
業

所
で
は
非
常
勤
職
員
が
１

０
０
筆
集
め
た
と
話
が
出

さ
れ
た
。
▼
期
日
迫
っ
た

あ
る
日
、
一
度
に
数
枚
の

署
名
用
紙
が
届
い
た
。
他

に
も
複
数
枚
の
用
紙
を
持

っ
て
く
る
職
責
者
が
現
れ

た
。
職
場
で
再
度
呼
び
か

け
た
職
責
者
も
現
れ
た
。

き
っ
か
け
が
何
だ
っ
た
の

か
は
解
ら
な
い
。
10
筆
以

上
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
職

員
の
名
前
が
次
第
に
増
え

た
。
12
月
２
日
統
一
行
動

の
期
間
が
終
わ
っ
た
。
県

全
体
で
は
11
万
筆
を
越
え

た
そ
う
だ
。
あ
と
は
、
気

に
な
る
自
事
業
所
の
集
計

数
。
何
筆
だ
っ
た
か
楽
し

み
だ
。

　
県
連
医
師
部
と
し
て
、
内

科
系
医
師
総
会
を
11
月
10
日

の
午
後
か
ら
多
賀
城
市
の
キ

ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
医
師
数
は
29

名
で
事
務
・
看
護
師
合
わ
せ

て
総
勢
52
名
の
参
加
数
で
し

た
。

　
テ
ー
マ
は
、「
当
県
連
の

内
科
後
期
研
修
の
魅
力
を
探

る
」
で
す
。

　
平
賀
秀
法
県
連
副
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
宮
沼
弘
明

医
師
部
長
か
ら
問
題
提
起
。

「
新
専
門
医
制
度
が
導
入
さ

れ
何
が
変
わ
る
の
か
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
内
科
後
期

研
修
医
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
は
何
が
重
要
と
な
る
の

か
」
に
つ
い
て
の
各
診
療
科

と
後
期
研
修
医
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
今

集
会
の
目
的
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
目
的
は
、
①
新
専
門
医

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
、
②
県
連
の
内
科

専
門
医
研
修
の
実
態
・
到
達

点
を
明
ら
か
に
し
内
科
医
の

共
通
認
識
に
す
る
、
③
よ
り

魅
力
あ
る
県
連
内
科
専
門
研

修
を
作
り
上
げ
る
、
の
３
つ

で
す
。

　
そ
の
後
、
坂
総
合
病
院
の

沖
本
久
志
内
科
部
長
と
高
橋

洋
副
院
長
か
ら
「
目
指
す
医

師
像
、
研
修
理
念
、
具
体
的

な
研
修
内
容
と
特
徴
」
に
つ

い
て
報
告
。
循
環
器
内
科
か

ら
は
佐
々
木
伸
也
医
長
、
消

化
器
内
科
か
ら
は
舩
山
広
幸

科
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
古
川
民
主
病
院
か
ら
は

呉
賢
一
院
長
が
、
長
町
病
院

か
ら
は
千
葉
明
日
香
科
長
が

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
後
期

研
修
医
を
代
表
し
て
平
澤
樹

医
師
、
鹿
島
雄
州
医
師
、
中

村
翔
也
医
師
か
ら
豊
か
で
充

実
し
た
研
修
内
容
が
報
告
さ

　
11
月
３
日
、
仙
台
錦
町
診

療
所
・
産
業
医
学
健
診
セ
ン

タ
ー
の
広
瀬
俊
雄
医
師
が
、

東
北
大
学
第
一
内
科
（
甲
寅

会
）
奨
励
賞
（
地
域
部
門
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

賞
は
、
東
北
大
学
医
学
部
開

講
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

同
会
が
２
０
１
６
年
に
設
立

し
ま
し
た
。
大
学
内
研
究
者

を
対
象
と
し
た「
学
術
部
門
」

と
地
域
を
対
象
と
し
た
「
地

域
部
門
」
に
分
か
れ
年
１
～

２
名
に
授
与
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
地
域
部
門
で
は
、
初

年
度
は
、
大
震
災
後
、
警
察

医
と
し
て
寝
食
を
忘
れ
て
活

躍
さ
れ
た
医
師
、昨
年
度
は
、

県
南
の
病
院
で
患
者
教
育
、

介
護
及
び
、
禁
煙
指
導
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
宮
城
事
務
局
を
引
き
受

け
）
で
活
動
さ
れ
て
い
る
医

師
が
授
与
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
本
年
度
は
、
福
島
県
被
災

病
院
協
議
会
会
長
と
し
て
東

京
電
力
や
政
府
・
自
治
体
の

交
渉
に
あ
た
ら
れ
た
医
師
と

広
瀬
俊
雄
医
師
が
受
賞
し
ま

し
た
。
広
瀬
俊
雄
医
師
の
授

賞
理
由
は
、「
生
涯
教
育
と

地
域
医
療
（
錦
町
診
療
所
の

医
師
と
し
て
長
年
、
地
域
医

会
的
な
問
題
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
奨
励
賞
に
値
す

る
）」
と
書
面
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
仙
台
錦
町
診
療
所

の
朝
会
で
も
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
10
月
に
名
取
医
師

会
と
岩
沼
医
師
会
合
同
で
、

15
年
に
渡
っ
て
産
業
医
研
修

会
講
師
を
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
対
し
て
「
感
謝
状
」
が
広

瀬
俊
雄
医
師
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
11
月
11
日
に
「
い
い
歯
デ

ー
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、
歯

科
な
ん
で
も
相
談
、
口
臭
・

口
腔
内
細
菌
測
定
、
咀
嚼
能

力
測
定
、
歯
科
技
工
士
体
験

を
企
画
し
ま
し
た
。

　
例
年
と
違
っ
て
今

年
は
Ａ
Ｅ
Ｒ
１
階
ア

ト
リ
ウ
ム
で
の
開
催

と
な
り
、
開
始
早
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
１
３

０
名
を
超
え
、
年
代

は
60
代
70
代
の
方
が

一
番
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　
私
は
歯
科
な
ん
で
も
相
談

に
関
わ
り
ま
し
た
。
相
談
内

容
は
む
し
歯
だ
け
で
な
く
、

歯
周
病
、
義
歯
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
と
様
々
で
歯
へ
の
関
心

の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
相
談
で
は
、
も
っ

と
良
い
磨
き
方
は
な
い
か
、

磨
き
方
は
こ
れ
で
良
い
か
な

ど
、
熱
心
に
参
加
さ
れ
て
い

た
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
さ
ら
に
、
技
工
士
体
験
で

は
、
口
の
中
に
も
入
る
材
料

を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
み
や
ぎ
生
協
か

ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
こ
や
ぎ
の
み
や
ぎ
ち

ゃ
ん
』
が
登
場
し
、
子
ど
も

達
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
行

う
な
ど
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
、
無
事
に
大
盛

況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
フ
レ
イ
ル
予
防
と

い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
人
生
１
０
０
年
と
言
わ

れ
て
い
る
中
、
た
だ
長
生
き

す
る
だ
け
で
は
な
く
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
近
年
の
研
究
で
口
腔
内

と
全
身
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
り
、
体
の
健
康
の
た
め
に

も
口
腔
内
環
境
の
改
善
と
維

持
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
今
回
、「
い
い
歯
デ
ー
市

民
の
つ
ど
い
」
を
設
け
た
こ

と
で
多
く
の
方
に
歯
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
一
人
一

人
の
健
康
へ
の
手
助
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

療
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
産
業
医
の
指
導
医

と
し
て
後
進
の
指
導
に

あ
た
り
、
ま
た
、
過
労

死
な
ど
の
労
働
問
題
、

環
境
問
題
な
ど
広
く
社

れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
を
行

い
、「
大
学

と
我
々
の
後

期
研
修
の
違

い
は
ど
こ
に

あ
る
？
」「
ど

う
し
た
ら
学

術
活
動
の
活

発
化
を
実
現

で
き
る
？
」

の
二
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で

討
論
を
楽
し

く
行
い
ま
し
た
。

　「
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ（
日

常
的
な
疾
患
）
対
応
が
で
き

患
者
を
継
続
的
に
診
る
こ
と

が
で
き
る
」「
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
を
学
び
た
い
医
師
に
と

っ
て
は
魅
力
的
」「
ス
タ
ッ

フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
形
成
さ
れ
て
い
る
」「
科

の
垣
根
も
低
い
」
等
々
た
く

さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
、
総
括
集
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

2018年12月15日（土） （1）（第 974 号）



全
国
Ｊ
Ｂ
は
青
年
運
動
を

盛
り
上
げ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

声声
こ
え

保育園の頼れる
　　“お兄さん･お姉さんチーム”　

憲法９条を守り生かす宮城のつどい２０１８

明日の日本は
　  今日の私たちが創る

運
動
の
広
が
り
を

　
　
　
感
じ
た
署
名
活
動

運
動
の
広
が
り
を

　
　
　
感
じ
た
署
名
活
動

県
連

　事
務
局
次
長

　熊
谷

　義
純

宮城九条の会

伊藤　真氏

「
権
力
者
に
は

　

余
計
な
こ
と
を
さ
せ
な
い
」

　
「
私
の
好
き
な
憲
法
は
何

条
」
の
投
稿
の
依
頼
を
依
頼

さ
れ
定
年
退
職
ま
で
後
１
年

半
年
と
な
り
最
初
で
最
後
の

投
稿
に
な
る
と
思
い
投
稿
し

て
み
ま
し
た
。

　

憲
法
は
私
た
ち
の
生
活
か

ら
縁
遠
い
存
在
の
物
と
日
頃

感
じ
て
い
ま
し
た
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
の

で
憲
法
に
つ
い
て
少
し
自
分

な
り
に
考
察
し
て
見
よ
う
と

思
い
、
憲
法
学
者
の
奥
平
康

弘
、
木
村
草
太
教
授
、
作
家

の
井
上
ひ
さ
し
、
朝
日
新
聞

の
連
載
記
事
の
本
、
新
聞
等

を
２
日
ぐ
ら
い
徹
夜
し
て
速

読
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
連

載
を
拝
見
す
る
と
日
常
生
活

で
感
じ
て
い
ら
れ
る
事
を
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
多

分
私
の
投
稿
は
今
回
が
最
後

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
連
載
の

趣
旨
か
ら
は
ズ
レ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
の
憲
法

に
つ
い
て
の
意
見
を
投
稿
い

た
し
ま
い
た
、
ご
了
承
お
願

い
し
ま
す
。

　

広
義
で
憲
法
に
よ
る
政
治

は
「
立
憲
主
義
」
と
い
い
、

も
と
も
と
権
力
者
の
権
力
濫

用
を
抑
え
る
た
め
に
憲
法
を

制
定
す
る
と
い
う
考
え
方
で

あ
り
、
日
本
国
憲
法
は
、
立

憲
主
義
に
立
脚
し
、
国
民
主

権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、

恒
久
平
和
主
義
な
ど
を
基
本

原
理
と
し
て
い
る
。
憲
法
の

根
っ
子
に
あ
る「
人
は
み
な
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
で
平

等
で
あ
る
」と
い
う
権
利（
基

本
的
人
権
）
を
持
ち
、
そ
れ

を
国
家
が
好
き
勝
手
に
侵
す

こ
と
が
な
い
よ
う
枠
を
は
め

て
お
く
（
立
憲
主
義
）
と
い

う
発
想
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
こ
こ
数
年
、
憲
法
改
正

の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
る
、
森
友
・
加
計
学
園

の
真
相
解
明
を
求
め
、
野
党

が
憲
法
53
条
に
基
づ
い
て
臨

時
国
会
の
召
集
を
拒
否
し
た

裁
判
で
は
、
岡
山
地
裁
の
判

決
は
「
臨
時
国
会
の
召
集
決

定
や
招
集
時
期
の
判
断
は
高

度
の
政
治
性
を
持
ち
、
裁
判

所
は
高
度
に
政
治
的
な
判
断

な
問
題
を
判
断
で
き
な
い
」

と
裁
判
所
の
審
査
県
外
と
判

決
を
打
ち
出
し
て
い
る
、
日

米
安
保
条
約
の
違
憲
性
が
争

わ
れ
た
「
砂
川
事
件(

１
９

５
９
年)

」
で
も
同
様
な
判

決
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
判

検
交
流
」
に
よ
り
裁
判
官

が
法
務
省
に
出
向
し
、
行

政
と
裁
判
所
の
間
で
癒
着

が
生
じ
三
権
分
立
が
崩
壊

し
、
内
閣
の
言
い
な
り
と

な
る
。

　

国
家
、
権
力
に
よ
っ
て
個

人
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ

れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

権
力
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と

り
の
こ
と
よ
り
も
国
家
、
団

体
、
公
が
重
視
さ
れ
て
、
個

人
の
権
利
自
由
が
侵
害
さ
れ

て
き
た
過
去
が
あ
り
ま
し

た
。
権
力
を
持
つ
も
の
は
、

自
ら
が
誤
り
で
あ
る
事
に
気

が
付
か
な
い
も
の
で
す
。
間

違
っ
た
事
も
権
力
者
の
背
景

を
考
慮
し
て
正
し
い
と
判
断

し
ま
す
。
問
題
が
起
き
た
時

に
、
憲
法
を
使
っ
て
私
達
か

ら
政
治
に
対
し
て
解
決
を
働

き
か
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

厚
生
協
会
本
部 

情
報
管
理
部

　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｅ　

川
俣　

隆

　
ク
イ
ズ
の
解
答
は
事
業

所
名
、
氏
名
、
職
種
を
記

し
県
連
事
務
局
に
送
っ
て

下
さ
い
。メ
ー
ル
は
不
可
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
は
可
。
正
解

者
に
抽
選
で
５
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
余
白
に
日
頃
考
え
て

い
る
事
な
ど
を
書
き
添
え

て
下
さ
い
。「
声
」
の
欄

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
応
募

資
格
＝
臨
時
・
パ
ー
ト

含
む
県
連
職
員
。
締
切

２
０
１
９
年
１
月
15
日

当
日
消
印
有
効
。
発
表

２
０
１
９
年
２
月
１
日

号
。11
月
１
日
号
答
え「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」・
応
募
総

数
15
件
。

当
選
者
＝
藤
田
正
子
／
坂

総
合
病
院
。
秋
葉
美
奈
恵

／
長
町
病
院
。
菅
原
由
美

／
く
り
こ
ま
の
里
。
　
　

三
川
孝
子
／
乳
銀
杏
保
育

園
。
岡
﨑
路
子
／
長
町
病

院
。（
敬
称
省
略
）

私の好きな憲法は何条？
連載

私の好きな憲法は何条？

手
段
で
は
何
も
解
決
し
な
い

こ
と
。
世
界
は
変
わ
る
し
、

変
え
ら
れ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
が
憲
法
に

書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

徴
兵
制
が
復
活
す
る
危
険
性

を
指
摘
。
た
と
え
ば
徴
兵
制

と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、〝
ふ

る
さ
と
守
る
体
験
学
習
〟〝
助

け
合
い
技
術
習
得
訓
練
〟
と

称
し
て
、「
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー

ム
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」と
、

銃
を
も
た
せ
、戦
車
に
乗
せ
、

人
を
殺
し
た
り
武
器
を
持
つ

万
署
名
行
動
を
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
仙
台
弁
護

士
会
ス
ウ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ヤ
ー

ズ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

　
最
後
に
「
憲
法
九
条
を
守

り
生
か
す
宮
城
の
つ
ど
い
ア

ピ
ー
ル
」が
読
み
上
げ
ら
れ
、

参
加
者
の
盛
大
な
拍
手
で
確

認
し
ま
し
た
。

　
日
本
国
憲
法
は
世
界
中
の

人
々
が
飢
え
や
戦
争
の
惨
禍

に
苦
し
む
こ
と
の
な
い
世
界

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
不
断

の
努
力
、
ま
ず
は
３
０
０
０

　
女
川
原
発
２
号
機
の
再
稼

働
を
決
め
る
県
民
投
票
を
求

め
る
条
例
制
定
署
名
運
動
が

12
月
２
日
で
終
了
し
た
。
署

名
の
到
達
は
、
県
全
体
で
１

１
０
、
３
３
０
筆
（
12
／
５

現
在
）
と
な
り
、
条
例
制
定

請
求
に
必
要
な
有
権
者
の
50

分
の
１
（
約
４
万
筆
）
の
二

倍
を
超
え
る
署
名
が
寄
せ
ら

れ
た
。宮
城
民
医
連
で
は
５
、

６
９
１
筆
の
到
達
と
な
り
、

受
任
者
は
署
名
開
始
時
点
の

５
５
１
人
か
ら
１
、
０
８
６

人
ま
で
広
が
っ
た
。（
12
／

７
現
在
）

　
１
９
７
３
年
に
17
万
筆
を

集
め
子
ど
も
医
療
費
助
成
実

現
を
求
め
る
条
例
制
定
運
動

以
来
、
県
民
要
求
の
実
現
に

向
け
た
大
き
な
一
歩
に
な
る
。

　
今
回
の
署
名
運
動
で
は
、

た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ

た
。
診
療
所
の
窓
口
で
一
人

一
人
の
患
者
さ
ん
に
訴
え
た

パ
ー
ト
の
事
務
員
さ
ん
、
居

住
し
て
い
る
団
地
の
全
戸
を

訪
問
し
た
歯
科
医
師
、
外
来

に
受
診
す
る
患
者
さ
ん
に
声

掛
け
し
た
診
療
所
の
ケ
ア
マ

ネ
、
取
引
業
者
さ
ん
へ
の
学

習
会
を
開
催
し
50
人
を
超
え

る
受
任
者
を
広
げ
た
事
業

所
、
友
の
会
役
員
さ
ん
・
生

協
組
合
員
さ
ん
が
積
極
的
に

地
域
へ
出
て
署
名
を
訴
え

た
、
子
ど
も
に
原
発
の
無
い

未
来
を
残
し
た
い
思
い
で
取

り
組
ん
だ
保
育
園
、
医
師
が

率
先
し
て
外
来
で
患
者
さ
ん

へ
訴
え
た
病
院
、
地
域
の
団

体
と
共
同
で
生
協
前
宣
伝
行

動
に
取
り
組
ん
だ
福
祉
法

人
、
ピ
ー
チ
ャ
リ
企
画
で
学

び
行
動
し
た
青
年
職
員
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
職
員
が
自

分
の
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
行

動
し
た
署
名
運
動
だ
っ
た
。

署
名
を
集
め
た
み
な
さ
ん
か

ら
は
、
い
ず
れ
も
「
訴
え
た

人
か
ら
は
必
ず
署
名
が
い
た

だ
け
る
」「
首
長
や
議
員
が

決
め
る
の
で
は
な
く
、
県
民

み
ん
な
で
決
め
る
べ
き
大
切

　
今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ

と
少
し
で
す
。
思
っ
た
よ

り
、
寒
く
な
ら
な
い
の
で
車

の
タ
イ
ヤ
交
換
の
予
約
を
す

る
の
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

ま
し
た
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
お

兄
ち
ゃ
ん
に
「
も
う
土
日
は

全
部
う
ま
ち
ゃ
っ
て
ま
す

ね
ー
」
と
。
み
ん
な
計
画
的

で
す
ね
。

　
長
町
病
院
　
言
語
聴
覚
士

　
菅
原
　
康
介

訂
　
正

　
12
月
1
日
号
の
健
康

手
帳
の
水
族
館
の
写
真

は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
第
一
部
は
、「
私
た
ち
が

決
め
る
日
本
の
未
来
～
自
衛

隊
明
記
で
ど
う
変
わ
る
？
私

た
ち
の
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ

に
、
弁
護
士
の
伊
藤
真
氏
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、安
倍
政
権
が
、

憲
法
９
条
を
変
え
て
も
、
何

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は

嘘
で
、
多
く
の
こ
と
が
変
わ

る
実
例
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　「
憲
法
を
守
ろ
う
」
と
い

う
声
に
対
す
る
「
楽
観
的
」

「
お
花
畑
の
発
想
」
等
の
攻

撃
に
対
し
て
も
批
判
。「
軍

隊
は
本
当
に
国
民
を
守
る
と

思
っ
て
い
る
の
か
」。「
抑
止

力
は
挑
発
に
も
な
る
」。「
軍

事
費
が
膨
大
に
な
っ
て
も
国

民
の
福
祉
に
影
響
は
な
い
と

本
当
に
信
じ
て
い
る
の
か
」

等
。
そ
の
上
で
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
、
戦
争
と
い
う

な
内
容
だ
」「
地
域
で
も
話

題
に
な
っ
て
い
る
」
と
運
動

の
広
が
り
を
実
感
す
る
期
間

だ
っ
た
。

　
い
た
だ
い
た
署
名
の
筆
跡

に
は
苦
労
し
て
署
名
さ
れ
て

い
る
一
人
一
人
の
思
い
が
綴

ら
れ
て
お
り
、「
一
人
の
１

０
０
歩
よ
り
百
人
の
１
歩
」

を
重
く
感
じ
る
。

　
今
後
、
県
議
会
で
採
択
さ

れ
る
よ
う
に
運
動
を
強
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

万
署
名
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
記
事
：
田
中
　
千
枝
）

こ
と
に
た
い
す
る
抵
抗

を
無
く
し
て
い
く
。

　
憲
法
９
条
を
持
つ
私

た
ち
は
ど
ん
な
国
を
目

指
す
の
か
を
主
体
的
に

考
え
、
冷
静
に
お
か
し

い
こ
と
に
は
、
お
か
し

い
と
い
う
こ
と
。
明
日

の
日
本
は
今
日
の
私
た

ち
が
創
る
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
。
そ
し
て
国

民
投
票
の
発
議
を
さ
せ

な
い
た
め
に
３
０
０
０

　
11
月
18
日
、
仙
台
サ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
み
や
ぎ
憲
法

九
条
の
会
主
催
で
、
憲
法
９

条
を
守
り
生
か
す
宮
城
の
つ

ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
２
０
０
名
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。
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